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釧路町遠矢コレクティブハウジングは平成18年に北海道で初めて供給されたコレクティ
ブハウジング??である。本研究は釧路町役場都市建設課と異なる属性の居住者４世帯に対し
て行ったヒアリング調査をもとに、釧路町遠矢コレクティブハウジングの事業展開と居住者
の交流状況や評価を明らかにすることを目的とする。
釧路町遠矢コレクティブハウジングは、従来のコレクティブハウジングに高齢者在宅支援
サービスと地域交流支援の拠点機能を併設したものである。このようなコレクティブハウジ
ングが誕生した背景には、釧路町住宅マスタープランに公営住宅と福祉サービス拠点との連
携を図ったシルバーハウジングプロジェクトが位置づけられており、福祉サイドとの連携や
各種交付金の活用により実現された。入居者は、入居前ワークショップ（模擬事業）により、
おおよそコレクティブハウジングの住まい方を理解しており、入居後もおすそわけや住戸の
行き来が頻繁に行われ、親密な人間関係が形成されている。その中で、高齢者は異世代間を
つなぐ大きな役割を果たしている。
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１．研究の目的と方法
⑴ 研究背景・目的
コレクティブハウジング（以下 CH）は女性の家事労
働の軽減を目的に、1930年代に北欧で生まれた新しい
住まい方の概念である。日本では、平成10年に阪神淡
路大震災の影響により高齢者の孤独死が問題視され、
その復興住宅として初めて CHが導入された（真野ふ
れあい住宅）。そのため、日本においては CHは福祉住
宅として認識されていることが少なくない。一方、平
成15年には東京で北欧の CHの特徴である「食事の
共有化」の概念を実現した「コレクティブハウスかん
かん森」が誕生した。近年 CHは徐々に供給事例が増
え、注目を集めている。そのような状況のもとで、平
成18年に北海道で初めて「釧路町遠矢コレクティブハ
ウジング」が誕生したのである。
本研究は、釧路町役場都市建設課と遠矢 CHの居住
者へのヒアリング調査をもとに、遠矢 CHの事業プロ
セス（事業展開とその内容）と居住者間交流の状況、
住まいや住まい方に対する評価を明らかにすることを
目的とする。
⑵ 研究方法
平成21年９月と平成22年11月に釧路町役場都市
建設課と属性の異なる４世帯の居住者（高齢者単身・
高齢者夫婦・核家族世帯・母子家庭）にヒアリング調
査を実施した。また、都市建設課から関係資料を入手
した。
⑶ 調査対象 CHの概要
?立地概要>
釧路町遠矢 CHは、釧路市のベットタウンとして機
能する遠矢地区に立地している。そのため新しい住宅
も多く見られる。団地周辺に商店や郵便局、クリニッ
ク、消防署、児童会館などがある。
?建物概要>
遠矢 CH（写真１）は各棟１階にシルバーハウジング
（以下 SH）と２～３階に一般住宅をもつ公営住宅で、
T1棟と T2棟の２棟から成る。各棟３階建20戸で、１
階（1LDK：５戸、2LDK：１戸）と２～３階（2LDK：
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６戸×２、3LDK：1戸×２）で構成されている。また、
地域交流拠点と福祉拠点の役割を兼ねる遠矢コレク
ティブセンターが隣接しており、連絡通路で行き来で
きる。
?共同空間>
遠矢 CHは、共同空間として１階の南側廊下に「縁
側」（図１、写真２）をもつ。この空間では高齢者が縁
側に腰掛けてお茶を楽しむ風景が日常的にみられ、高
齢者同士の交流スペースとなっている。しかし、当初
はこのような高齢者同士の交流を促すことのみを目的
として配置されたものであったが、子たちが集まり
カードゲームをしたり、行事の際に食事スペースとし
ても利用されるようになった。このようなことを可能
にしたのは、縁側の廊下の床材を居住者の意見でカー
ペットにしたことが大きい。そのため地べたに直接座
ることができ、交流の幅が広がったと考えられる。
２つ目の共同空間として遠矢コレクティブセンター
内にある多目的室や団らん室、交流サロンがある。こ
こは居住者が役員会の場や新年会などの行事を行う場
として利用している。また、居住者だけでなく地域住
民とも交流できるスペースとなっている。
３つ目は共同菜園であり、敷地の北側空地の一角に
設けられている。この菜園事業では高齢者が子どもに
植物の種類や育ち方を教える場面も見られる。居住者
が協力し交流する場のひとつであり、10月には菜園事
業収穫祭が行われ、収穫した野菜を調理し、食事会も
行われている（写真３）。
２．事業プロセス
遠矢 CHの事業プロセスを図２に示している。この
プロセスで、実現の重要な鍵を握ったのは以下の４つ
の事項である。
１)住宅マスタープランの中で、シルバーハウジング
プロジェクトが位置づけられ、福祉施策と連携を
図った公営住宅の建設が提案された。高齢者が安心
して住むことのできる環境づくりのために、住宅政
策だけでなく、福祉サービスと連動した SHが構想
されたのである。
２)そのような SHの実現を可能にしたのは、住宅サ
イド（都市建設課）と福祉サイド（介護健康課）と
が連携したことが挙げられる。それにより公営住宅
と福祉サービス拠点の融合が可能となった。
３)この連携を受けて、具体的なシルバーハウジング
プロジェクトの体制を確立した計画が釧路町高齢者
住宅整備計画・高齢者住宅安心確保計画である。本
計画で釧路町型コレクティブハウジング??の考え方
が提示された。その具体的内容は①アットホームな
交流と安心が得られる多世代間交流のある住まい
（CH）を整備する。②高齢者向け多機能サービス拠
点を整備する。③地域ふれあい交流の促進のための
地域交流広場や地域交流センター、在宅介護支援活
動拠点を整備することである。つまり従来の CHの
考え方に福祉サービスの拠点と地域交流支援の視点
をプラスした CHの整備計画が進められたのであ
る。
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写真1 外観 写真2 縁側（１階南側廊下) 写真3 縁側で食事の用意をしている様子
図1 １階平面図
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４)この遠矢 CH実現のために、いくつかの交付金が
活用された。第１次事業分はまちづくり交付金と公
営住宅整備事業を活用し、T1棟と遠矢コレクティ
ブセンターの建設、人材育成事業を行った。ついで
地域住宅交付金を活用して T2棟を建設し、現在に
至っている。
３．遠矢CHの構成団体とその役割
遠矢 CHの構成とそれを運営・サポートしている団
体を図３に示す。遠矢 CHは住宅部分である公営住宅
（釧路町営住宅遠矢団地）と遠矢コレクティブセンター
（ピュアとおや）から成っている。「ひまわり町営会」
と「NPO法人ゆめのき」が遠矢 CHの運営主体として
活動しており、釧路町役場と保健福祉センターが支援
団体としてその活動をサポートしている。その具体的
内容は以下の通りである。
１)遠矢団地には T1棟と T2棟合わせて40世帯が
居住しており、全世帯でひまわり町営会（自治会）
を設立している。役員会は会長、副会長、会計など
10名で構成され、主体的に運営しており、任期は１
年である。役員を経験した居住者からは「住まい方
に関する理解は実際に入居して、役員の経験を重ね
てちょっとずつ理解していった」（表1：C）という意
見が聞かれたが、町営会による居住者の主体的な運
営は CHの理解を深める機会でもある。
２)遠矢コレクティブセンターは地域の福祉サービス
拠点であり、NPO法人ゆめのきが運営している。
SH居住者に対しては LSA??を配置して支援も行っ
ている。これに加えて、入居者交流や地域交流の場
としても位置づけられている。しかし、ヒアリング
調査の結果、役員の話し合いや行事の場として利用
されることはあっても、居住者と地域住民との日常
的な交流の場として利用されることは少ない。主な
利用内容は、高齢者向けの日中活動である。
３)支援団体として釧路町役場都市建設課と保健福祉
センター（介護健康課）がある。そのうち、釧路町
役場都市建設課は本事業を仕掛けたコーディネー
ターである。NPO法人ゆめのきとともに入居前模
擬事業の運営も行った。また、自治会活動の経験が
ない居住者が多かったため、担当の役場職員は役員
会の度に呼ばれていた。入居後は居住者を訪問した
り、行事などに参加するなど見守り的役割を担って
いる。現在も居住者から信頼されており、相談を受
けることが多い。
釧路町遠矢コレクティブハウジングに関する研究
?事業展開>
平成12年 ・釧路町住宅マスタープランの策定（H12～13）
平成14年 ・第４次釧路町総合計画策定
・釧路町高齢者保健福祉計画策定
・釧路町介護保険事業計画策定
平成15年 ・北海道型・高齢者が住みやすいまちづくり構想パイ
ロットモデル地区選定
・釧路町都市計画マスタープラン策定
・釧路町公営住宅ストック総合活用計画策定
・釧路町高齢者住宅整備計画策定
・釧路町高齢者住宅等安心確保計画策定
平成16年 ・釧路町都市再生整備計画策定（まちづくり交付金）
・地域住民への「遠矢地域交流センター設置に関する
意向調査の実施
・人材育成事業（H16～18年）
平成17年 ・地域住宅計画策定（地域住宅交付金）
・釧路町型遠矢コレクティブハウジング第１次模擬事
業（T1棟）：第１回（H17.10）／第２回（H18.3）／
第３回（H18.6～７）
平成18年 ・NPO法人ゆめのき設立
・第１次入居（T1棟：Ｈ18.10）
平成20年 ・第２次模擬事業（T2棟）：第１回（H20.5）／第２回
（H20.8）／第３回（H20.9）
・第２次入居（T2棟：H20.12）
注）左の表は事業の流れを示し、右の図は表内のゴシック体で書かれている
計画の具体的な内容を示す。
図2 遠矢コレクティブハウジングの事業展開とその内容
?事業内容>
・子どもへの住環境教育の推進
・住宅相談ステーションの開設
・シルバーハウジングプロジェクトの展開
・交流と安心のある住まいの整備
→コレクティブハウジングの整備
・高齢者在宅支援サービス拠点の整備
→高齢者向け多機能サービス拠点の整備
・地域ふれあい交流の促進による子育て、
地域交流支援
→地域交流広場、地域交流センターや在
宅介護支援活動拠点の整備
まちづくり交付金・地域住宅交付金の活用
連携
世代間
交流
釧路町型コレクティブ
ハウジングの考え方
福祉との連携
75
福祉サービス拠点
公営住宅
シルバーハウジング
プロジェクト
４．入居前模擬事業
⑴ 模擬事業の内容（写真４）
模擬事業とは、入居前に CHとはどのような住まい
方なのかを理解するために講演や疑似体験を行うこと
である。他の CH事例??でも入居前にはワークショッ
プが開催されており、CH供給過程における必須条件
と考えられる。
?T1棟における模擬事業>
T1棟では５回の模擬事業を行った。内容は①説明
会・CHついての講演②食事会・入居希望者交流③外溝
環境についてのワークショップ（３回）である。１回
目は「CHでの暮らし方」と「CHの事例紹介」につい
てまちづくりコンサルタントによる講演が行なわれ
た。しかし、説明会だけでは交流のイメージが理解で
きず「プライバシーの確保に関して不安がある」など
の意見もあった。２回目は入居希望者が調理班と会場
設営班、子守り班に分かれ食事会を行った。終了後の
アンケートには、「１回目の模擬事業の時は多少の近所
づきあいという形で良いのではないかと感じていた
が、食事会を通し人づきあいは大事だと感じた」「実際
に食事や会話から多少ながら CHの生活が実感でき
た」などの意見があった。３回目は３回にわたって外
構環境整備について、10名程度のグループに分け、何
通りかの案をひとつに集約するまで進めるワーク
ショップを行った。この中で出た意見をもとに、花壇
や菜園等の整備を実施している。
?T2棟における模擬事業>
T2棟は３回の模擬事業を行った。内容は① CHに
ついての説明会・ワークグループの作成②各テーマに
よるワークショップ③食事会・子どもの世話（昔遊び）
である。この事業には T1棟の居住者も参加している。
１回目は T1棟と同様に、講演形式による説明がなさ
れた。今回は釧路町役場の都市建設課住宅管理係から
釧路町型 CHについて、介護健康課在宅支援係から遠
矢コレクティブセンターについて説明がなされた。今
後の展開に向けて、高齢者単身・高齢者世帯・核家族
世帯・母子世帯を均等に割り振り、４グループが形成
された。２回目はグループごとに４つのグループに分
かれてそれぞれ「地域との関わり方」「入居後１年を通
して何をしたいか」「環境づくり」「コレクティブとは」
図3 遠矢コレクティブハウジングの構成団体とその役割
写真上２枚は食事会の様子、写真下２枚はワークショップの様子
写真4 模擬事業の様子
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というテーマでワークショップを行った。第３回目は
食事会が開かれ、T1棟の食事会同様に、調理班・会場
設営班・子守り班に分かれ行われた。T1棟からの参加
者は14世帯32名（大人21名・子ども８名）であり、
大半の世帯が参加している。T2棟居住者からは「T1
棟の居住者と交流し、住まい方を教えてもらったこと
が良かった」（表1：B）とあり、入居前交流事業とし
ての意味をもつ模擬事業となった。
⑵ 模擬事業の効果
模擬事業の役割は大きく分けて２つあると考えられ
る。１つ目は、説明会やワークショップを通して住ま
い方について考え、CHについて理解を深め、居住者同
士でそれを共有することである。２つ目は、その交流
を通して事前に入居者同士が知り合いになり、信頼関
係を形成することである。「模擬事業を通し入居者と知
り合いになり、ほっとするつきあいができた」（表1：
D）、「プライバシーに関する不安があったが、交流を通
し徐々に取り除かれた」（表1：C）などの意見からも入
居前から交流し、知り合いになることは CHで生活を
するうえで極めて重要な経験であることを示してい
る。しかし、「交流する意識が低い人もいる」（表1：
A）、「居住者間で住まい方に関して価値観の違いがあ
る」（表1：C）など、CHへの理解に対しては居住者間
でばらつきがあることも指摘されている。模擬事業の
回数が他の事例と比べると少ないこともあり、入居後
の交流を通して住まい方の理解を共有する必要がある
と考えられる。
５．居住者同士の交流状況
⑴ 同世代間の交流
どの世帯においても他の世帯に対して、声かけや会
話が日常的に行われている。つまり居住者全員が顔見
知りであると考えられる。さらに世帯ごとに何世帯か
は親密に付き合う世帯があり、おかずや菜園で採れた
野菜のおすそわけや住戸間の行き来、相談などが頻繁
に行われている。これは顔見知りの関係よりも信頼関
係が一歩深まった関係であると考えられる。
上記以外にもさまざまな同世代間交流が見られる。
若い世帯では子どもを預かり合う、児童館への子ども
の迎えをお願いするなどの、子育て上での助け合いが
行われている。また、「同世代で集まってバーベキュー
をすることがある」（表1：C）などの親密な人間関係が
築かれている。高齢者同士では安否確認も兼ねて１日
に１回は顔を出す、縁側でお茶を飲むなどの交流が行
われている。特に SHの居住者は１日に何度も縁側に
出て過ごし生活の延長スペースとなっている。
⑵ 異世代間の交流
遠矢 CHの特徴として異世代間交流が活発である
ことが挙げられる。高齢者・援助を必要とする高齢者・
若い世代・子どもの４つの属性に分け、具体的にどの
ような交流が行われているのかを図４に示している。
高齢者は子どもが外で遊んでいる時は見守っている
ことが多い（図4：b?）。子どもに積極的に声をかけ自
宅に招き（図4：b?）、親が仕事で遅い時や子どもが自
宅の鍵を忘れた場合は高齢者の家で預かっている（図
4：c?）。また、子どもは自ら高齢者宅へ遊びに行く行為
も見られる（図4：a）。このような点から高齢者と子ど
もの関係は親密であり、信頼関係が築かれていると考
えられる。この関係性は「子どもと関われることが１
番良い」（表1：A）や「子どもも自由でいられるので
満足していると思う」（表1：D）など、高齢者の生き
がいやこどもの居場所づくりにも寄与している。
また、「共働きだと子どもに目をかけてあげる時間が
少ないが、CHでは高齢者など他から愛情をもらえて
いるから助かる」（表1：C）といった子育て世帯の支援
にもなっている。その他に高齢者は雪かきや清掃など
の住棟の管理業務を自発的に行っており、「若い人は２
人で働いているから」（表1：A）と若者世帯の力にな
ろうとしていることが伺える。さらに SHに居住する
高齢者の中には障害をもっている方もおり、他の元気
な高齢者が病院への送迎をすることもある（図4：
e?）。
一方、若い世帯は高齢者に対してお土産を渡してい
たり（図4：d）、認知症高齢者を外で見守ったりしてい
る（図4：f?）が、忙しくて時間がないことで交流に多
くの時間を割けないでいる。しかし高齢者に対して感
謝しており、何かしてあげたいと感じていることもわ
かった。
図4 居住者間における異世交流の状況
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表1 居住者に対する調査の結果概要
対象 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ
属
性
母子家庭（T1棟一般住宅居
住、30代女性＋子ども２人）
核家族世帯（T1棟一般住宅居住、30
代夫婦＋子ども２人）
高齢者夫婦（T2棟一般
住宅居住、70代夫婦）
高齢者単身（T1棟シルバーハウ
ジング居住、70代女性）
・老後のことを考えると１人で一
軒家に住むよりも、団地の中に
いる方が安心だと思った。
・CHとは若者と高齢者が一緒に
住み一緒に色々な事をする住宅
だと知った。
・住まい方に対する不安はなかっ
た。説明をきちんと聞いていな
い人もおり、介護施設だと勘違
いして入居した人もいた。
・子どもと行き合えば必ず声をか
けるようにしている。高齢者と
関わることが少なかった子ども
たちもそうすることで高齢者に
慣れていくと思う。
・子どもと関われることが１番良
い。前住宅では関わりがなかっ
た。
・子どもが悪さをしていれば注意
をしている。
・子どもたちは家や店（たこ焼き
屋）に訪ねてくる。子供たちに
自分のことを「たこちゃん」と呼
ばれることが幸せに感じている。
・縁側では団地の子どもや地域の
子どもが来てカードゲームをし
ていることもよくある。
・菜園作業に子どもが加わること
があり、野菜の種類や育ち方を
教えてあげる。
・若い人は２人で働いているから
大変だと思う。
・若者に菜園で採れた野菜やおか
ず、漬物などのおすそわけをし
ている。若者からもおかずをお
すそわけしてもらうことがある。
・若者から旅行などのお土産をも
らうこともある。
・縁側では高齢者同士でお茶飲み
会をしている。
・菜園で採れた野菜や料理などの
おすそわけをし合っている。
・高齢者同士で菜園で何を育てる
かなど、相談しながら作業をし
ている。菜園作業は夏の楽しみ
の１つである。
・「ここに入ってね、５歳も若く
なったんです。それは確かです
ね。楽しいもの。」
・人間関係に広がりができた。子
どもと関わることなんて前住宅
ではないことだった。
・とにかくこの CHに入って良
かったと思っている。こんな住
宅が増えれば良い。
・交流する意識が低い人もおり、
健康的な考えをもった人が入居
してほしいと思う。
・地域に存外する町内会に入る
か、遠矢 CHで新しく町内会を
つくるかという問題がある。
・自治体の中で集まる場を常備す
る必要があると思う。
・住宅を捜していた際
に遠矢団地の話を聞
き、模擬事業に参加
した。
・仕事と家庭の両立をしたいが、両
親からの援助が受けられないた
め、住民同士がお互いに助け合う
住まいなら安心して子育てや仕事
をできると思った。
・前住宅が狭く、住宅を捜し
ていた。CHということは
模擬事業に参加して知っ
た。
・T1棟の居住者と交
流し、住まい方を教
えてもらったことが
良かった。
・入居者と顔見知りに
なり、特に同年代の
人とはよく話した。
・プライバシーに関する不安があっ
たが交流を通し徐々に取り除かれ
た。
・住まい方に関する理解は模擬事業
時ではまだ半分だった。実際に入
居して生活し、役員の経験を重ね
てちょっとずつ理解していった。
CHとは長く住まないとわからな
いものかなと思う。
・初めは近所づきあいは面倒
に感じていたが、模擬事業
を通し入居者と知り合いに
なり、ほっとするつきあい
ができた。
・CHの住まい方で交流する
ことの大切さは理解でき
た。
・子どもに積極的に声
をかけるようにして
いる。
・同じ階に住む子ども
で、家に遊びに来る
子がいる。
・若者とはあいさつは
必ずするが日常的に
はあまり交流がない
と思う。しかし行事
では交流がある。
・若者では専業主婦の
方とは立ち話などを
することがある。
・朝は必ず隣人に顔を
出すようにしてい
る。
・毎日縁側に行き、１
階居住者と話しをし
ている。
・体が不自由な人の病
院への送迎をするこ
ともある。
・遠矢コレクティブセ
ンターにて茶話会に
参加している。
・菜園作業を手伝って
もらっている地域の
人がいる。
・何回も行き来する同
世代の家庭が同じ階
にいる。
・平日仕事で帰りが遅い時など、子
どもを高齢者の世帯や同年代の世
帯に預かってもらっている。
・子どもが外で遊んでいてる時、高
齢者が自分の孫を見るように見
守ってくれる。
・子どもが１人で高齢者宅へ遊びに
いくことがある。
・子どもはよく「お菓子を食べてい
きなさい」と声をかけられること
があり、高齢者の家に招かれてい
る。
・子ども同士の友達も多い。
・雪かきやおすそわけをしてもらう
など、高齢者にお世話になること
が多い。また、おすそわけをして
もらっても「ありがとう」の一言
ですむ関係性が良い。
・菜園については高齢者に育て方を
教えてもらった。採れた野菜をお
すそわけしてもらうことが多い。
・行事では普段深く関われない居住
者とも交流できる。また、全員で
つくり上げることに達成感があ
り、信頼関係が深まっていると感
じる。
・若者から高齢者まで何世帯かの居
住者で集まり、住戸内で食事をす
ることがある。
・児童館に子どもを預けている居住
者についでに自分の子どもを迎え
に行ってもらうことがある。
・同世代で集まってバーベキューな
どをすることがある。
・帰りが遅くなっても、隣の
居 住 者 に 電 話 を か け
「ちょっと子どもをお願い
できますか？」と頼むこと
ができる。また、預かって
もらうことも度々あり、そ
こで子どもは宿題をしてい
たりする。
・子どもは高齢者に対して物
怖じせず話せるようになっ
た。
・上下間で騒音に関するトラ
ブルがあったが、おすそわ
けをするなど、交流をする
ことによって親しくなり、
解決できた。また、その際
には隣に住む高齢者に相談
にのってもらった。
・高齢者が雪かきをしてくれ
るため、出勤時は特に助
かっている。
・認知症の居住者を外で見か
けると見守っている。
・高齢者に菜園で採れたもの
をおすそわけしてもらって
いる。
・花壇や菜園の世話はほとん
ど高齢者が担ってくれてい
る。
・困ったことがあると、同世
代の夫婦世帯や高齢者の世
帯と相談し合っている。
・子どもの進学に関すること
など、色々な人から話を聞
ける機会が増えた。
・入居が決まった時は
２人で飛び上がり、
泣いて喜んだ。
・個人個人さまざまな
性格でぶつかること
もあるが、CHでの
生活は楽しい。
・人間関係が広がった。前住宅と比
べて天と地の差だと思う。
・夫が活発になり、人づきあいも大
事にするようになった。
・共働きだと子どもに目をかけてあ
げる時間が少ないが、CHでは高
齢者など他から愛情をもらえてい
るから助かる。
・住民の皆さんと顔見しりで
安心して暮らしていける。
何かあったら相談し合える
ことが良い。
・見守られる環境下にあり、
子どもは自由でいられるの
で、生活に満足していると
思う。
・町内会に関する問題
がある。
・地域の人とも交流す
ることが大切であ
る。
・T1棟と T2棟の間
に隔たりがあるよう
に思う。
・地域の方には CH自体がわから
ない方が多く、交流が必要である。
・居住者間で住まい方に関して、価
値観の違いがある。気軽に話し合
える場が必要だと感じる。
・高齢者ともっと交流を取りたい。
・行事が減ってきている。T2棟が
でき規模や体が不自由な人増えた
ことで回数や内容などの検討が必
要だと思う。
・地域との交流がうまくでき
ていない。CHで何が行わ
れているか地域の人はわ
かっていないと思う。
・新しい入居者で住まい方を
理解していない人もいる。
・まだ T2の居住者とはわだ
かまりがあり、仲良くなり
きれていないことがある。
・町内会の問題がある。
入
居
理
由
模
擬
事
業
交
流
状
況
評
価
（
感
想
）
課
題
点
子
ど
も
異
世
代
同
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代
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⑶ 交流による効果
交流によって居住者の得た効果には物理的な側面と
精神的な側面がある。具体的内容は以下に示す。
１)物理的な効果とは、交流を通し相手に手助けされ
ることによって得られる実利性である。具体的には、
おすそわけや子どもを預かってもらうなどの行為に
よる家事負担の軽減、見守りによる子どもや認知性
高齢者の安全性の確保などが挙げられる。
２)精神的な効果とは、交流を通して得られる精神的
な高まりであり、具体的には、安心感や喜び・生き
がいなどを感じることである。今回の調査結果では
高齢者は物理的効果をあまり受けていないが、多く
の精神的効果を得ている。例えば「ここに入って５
歳若返った」「子どもにあだ名で呼ばれており、それ
を幸せに感じている」（表1：A）などのような効果
を高齢者は得ている。また、交流が繰り返されるこ
とで精神的効果が蓄積され、「以前は消極的であった
が性格が活発になり、人と話すようになった。」「以
前は自分は自分であると考えていたが、人づきあい
を大切にするようになった」（表1：D）などのよう
に、人の考え方や性格を変える効果も生まれている。
つまり交流を通じて人間関係が深まり、そのことが
次の交流が促進している。
６．まとめ
今回の分析から、遠矢コレクティブハウジングにつ
いて以下の２点を大きく評価することができる。
１)遠矢 CHは、住宅を担当する都市建設課と福祉
サービスを担当する介護健康課が連携したことに
よって実現された。それにより地域の福祉サービス
拠点を併設した施設となり、高齢者が安心できる物
理的な環境を整えることができた。
２)遠矢 CHの特徴は居住者同士の同世代・異世代間
交流が非常に活発であることである。特に異世代間
交流では、高齢者が交流のかなめになっており、そ
の役割は大きい。このように交流が活発である背景
には、入居前模擬事業がある。それを通して、交流
を目的とした CHの住まい方を理解していること
や入居前からお互いが知り合いになっているため、
交流が促進され親密な人間関係が形成されている。
一方、遠矢 CHはいくつかの課題も抱えている。そ
の１つは T1棟と T2棟の交流が不十分なことであ
る。これは T2棟居住者が入居して２年とまだ短い
ため、CHに対する理解度が低いことや２棟の入居
時期がずれていることが要因として考えられる。今
後の交流を通して改善されることを期待したい。２
つ目は地域との交流が目標にあるが、地域住民の
CHへの理解が弱いために交流が消極的である。地
域と関係に関しても、時間をかけて交流を深めてい
くことが重要であると考える。
注
１)個人や家族の自立したプライバシーのある生活を
基本に、食堂やリビングなどの空間を共有化する
ことによって、個人や小さな家族では充足できな
い、より便利で豊かな新しい住まいの形態を指す。
共生住宅とも呼ばれる。
２)「釧路町型コレクティブハウジング」とは従来の
CHの概念に地域の福祉拠点と地域交流の場を併
設したものであり、釧路町が他の事例と区別する
ために「釧路町型」と冠している。
３)必要に応じて日常の生活指導、安否確認、緊急時
における連絡などのサービスを行う者（生活援助
員）。
４)真野ふれあい住宅（平成10年）では10回、コレ
クティブハウスかんかん森（平成15年）では32回
の入居前ワークショップが行われた。
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A STUDY ON THE TOYA COLLECTIVE HOUSING
 
IN KUSHIRO TOWN
―Analysis on the interviews with the town office and the residents―
Teruya MAEDA
(Graduate Student,Division of Human Life Studies,Graduate School of Human Life Sciences,
Fuji Women’s University)
Naoaki OHGAKI
(Division of Human Life Studies, Graduate School of Human Life Sciences, Fuji Women’s University)
The aim of this study is to clarify the construction process of Toya collective
 
housing in Kushiro town and the communication situation between the residents based on
 
interviews with the Kushiro town office staff and the residents.
Our conclusions are as follows:
1) In the first case we found that the city construction section and the welfare section
 
joined forces to establish a community center attached to the Toya collective
 
housing.
2) In the second case we found that there is positive communication between the
 
residents. In particular,the positive communication between different generations
 
could become the key to the success of the Toya collective housing. Senior resi-
dents have an important role in the project. Their life experience is useful to
 
younger residents. Meeting held between residents before they moved in also
 
helped them to get to know each other.
Key words:collective housing, communication between different generations,meeting
 
held between residents before they moved in,senior residents
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